
この度、第19回日本消化器癌発生学会学術総会を大
分県別府市で開催させて頂きますことを大変光栄に存じ
ますとともに、上西紀夫理事長をはじめとする関係の先
生方に心より感謝申し上げます。会期は平成20年 8月
28日（木）、29日（金）、会場は別府亀の井ホテルです。
本総会が学会会員の皆様にとって有意義な会となるべ
く、鋭意準備に努めております。
本学会では、基礎と臨床の双方の立場から、消化器癌

の発生および進展に関する優れた研究成果が数多く報告
されてきました。レベルの高い発表が保たれてきたのは、
本学会の主旨である基礎と臨床の接点がより融合してき
たことが大きな理由であると思います。今回は敢えてテ
ーマを限定せず、消化器癌に関する知見を幅広く応募し
ていただきました。癌幹細胞やmicroRNAといった最先
端の基礎研究成果から、消化器癌の新しい分子標的治療
や消化器癌の発生および進展に関して示唆に富む臨床症
例報告まで、さまざまな演題を採択させていただき、活
発なご討議を期待しているところです。
本会では特に教育に重点を置き、モーニング・ランチ

ョン・イブニングセミナーに加え、9題の教育講演を企
画しました。最近のトピックを網羅するように企画しま
したので、特に若い医師、研究者には良い勉強の機会に
なると思います。また、分子生物学的ツールの応用に関
しては、先端技術の実際の研究への応用について企業が
紹介するコーナーを企画しました。ご参加いただいた先
生に、より有益な情報を提供できるものと期待しており
ます。
学会のサテライト（特別企画）として、3つのことを

企画しました。一つは大分県の中学生とその父兄を対象
とした「夢を語る」と題した公開講座です。5名の先生
に化学、宇宙、生物学、再生医療、教育のそれぞれの立
場からご自身の夢を語っていただき、中学生に夢を与え
て欲しいと願っています。二つめは高校生を対象とした
企画です。新進気鋭の5名の教授に各高校に出向いて夢
を語っていただくことで、高校生をおおいに啓発して欲
しいと願っています。三つめはわれわれ最近疲れ気味の
医師を励ます集いです。歌手の南こうせつさんが学会参
加者に癒しの時を与えてくれます。学会はもとより、サ
テライト企画にもご家族ぐるみで参加していただき、是
非楽しんでいただきたいと思います。

8月の別府はまさに夏真っ盛りです。総会とともに、
泉都別府の夏を満喫していただければ幸いです。ご家族
を含めた多数の方々のご参加を心よりお待ちしておりま
す。
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去る2007年11月8日、9日にウェルシティ札幌　厚生
年金会館にて開催させていただきました第18回日本消
化器癌発生学会総会におきましては、格別なるご支援・
ご協力を賜り、誠にありがとうございました。
お蔭様をもちまして、最多演題数と最多参加者数

（291名）ということでご支援をいただいて熱意あるご討
論をいただき、実りの多い学術集会として無事終了する
ことができました。「大腸癌の発生とpit pattern－de
novo ca：Ⅲs pitを中心に－」との題目で特別講演を昭
和大学横浜市北部病院消化器センター・工藤進英教授に
賜りました。臨床に直結させた課題解決へ向けての医学
と工学の融合による斬新な鋭敏で賢明な先端研究は、心
が舞うような興奮を与えて下さいました。
慶應義塾大学医学部外科学教室・才川義朗先生による

「臨床医の経験からみたがん治療の困難性－Cancer stem
cell therapyを通して－」、帝京大学医学部附属病院外
科・渡邉聡明教授による「最新の直腸癌治療－外科治療
と化学放射線療法－」をランチョンセミナーとして賜り、
そしてイブニングセミナーでは、埼玉医科大学臨床腫瘍
科・腫瘍内科・市川 度先生による「胃癌・大腸癌化学
療法における経口フッ化ピリミジンの役割」を賜ること
ができました。最新情報の提供をいただきました。

会長講演については「膵癌の基礎的・臨床的研究」と
させていただき、きわめて予後不良な固型癌であっても
個別化医療により治療成績の向上が図られることを示唆
させていただきました。
第18回日本消化器癌発生学会総会では、「“ステップ

を踏んだ”消化器癌制御を重視する研究と臨床の最前線」
ということで、日々の地道な研究姿勢の重要であるとの
意を込めて企画させていただきました。シンポジウムと
して「消化器癌発生の基礎と臨床」、「消化器癌治療の新
展開」、パネルディスカッションとして「消化器癌におけ
る免疫療法の基礎と臨床」、「消化器癌発生予防の新展
開」、「消化器癌の進展と微小環境」、「消化器癌の浸潤・
転移」、ワークショップとして「消化器癌分子標的治療
の基礎と臨床」、「化学療法の基礎と臨床」、「消化器癌の
予後因子」、「消化器癌研究の新展開」をとりあげ、それ
ぞれにおいて、核心を突いた討論が展開され、将来への
研究展開として若い研究者に課題を提供していただきま
した。一般演題におきましても、分子生物学、病理形態
学、疫学、病態生理学、臨床医学などの広い視点から論
議の提供をいただきました。これも偏に、先生方の絶大
なるご支援の賜物と深く感謝しております。
さて、第18回日本消化器癌発生学会総会では本学会

第18回　日本消化器癌発生学会総会報告
会員のうち、45歳以下の優れた研究
業績を提示した研究者の中から、消
化器癌発生・進展・治療および予防
に関する研究の発展を期待し得るご
発表に対し、その筆頭者を表彰いた
しました。厳格な審査の結果、最優
秀賞受賞は九州大学生体防御医学研
究所外科・三森功士先生、奨励賞受
賞は広島大学大学院医歯薬学総合研
究科分子病理学・大上直秀先生と大
阪市立大学腫瘍外科学・八代正和先
生が選考されました。3名の先生方
に改めまして心からお祝いを申し上
げますとともに、さらなるご発展、
ご活躍を祈念申し上げます。また、
惜しくも選考から漏れた先生方も少
なくありませんでした。多くの先生
方に選考対象者となっていただきま
したことに御礼申し上げますととも
に、一層のご発展を祈念いたします。
当方の不慣れから、不具合な点も多々ございましたで

しょうが、皆様方のご指導・ご協力によりまして、大き
な支障を生じることなく会の運営ができましたことを重
ねて感謝申し上げます。会員の皆様のますますのご活躍
とご発展をご祈念申し上げますとともに、日本消化器癌

発生学会の発展のため、今後ともなお一層のお力添えを
賜りますようお願い申し上げます。

第18回日本消化器癌発生学会総会

会長　平田　公一

第18回日本消化器癌発生学会理事会出席者
後列向かって左より：平川弘聖、小西文雄、安井 弥、前原喜彦、江角浩安
前列向かって左より：今井浩三、立松正衞、上西紀夫、平田公一、森 正樹
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場　所：ウェルシティ札幌厚生年金会館　鶴の間
日　時：2007年11月7日（水） 17：00～18：00

1）開会の辞
2）会長挨拶
平田会長から挨拶があった。

3）理事長挨拶
上西理事長から挨拶があった。

4）議事録署名人指名
砂川正勝評議員、田渕崇文評議員に依頼し、了承を得た。

5）議事録承認
前回の議事録が承認された。

6）庶務報告

会員の動向が次のとおり報告された。
2006年9月30日の会員数は813名であったが、新入会

60名、退会131名の増減があり、2007年10月31日現在
の会員数は742名である。
7）会則委員会報告
今学会より学会賞が設けられ、規定について報告が

あった。
8）役員選考委員会報告
① 役員について次のとおり報告された。
・寺野理事、北島監事の定年にともない両先生を名誉会
員として、炭山評議員、竜田評議員の定年にともない両
先生を特別会員として推挙し、各先生には引き続き本学
会を支援していただくことになった。引き続く総会で承

平成19年度日本消化器癌発生学会評議員会議事録（案）

4 News letter

大阪市立大学大学院腫瘍外科

平川　弘聖

癌の進行度病期分類にはTNM分類や本邦ステージ分
類がありますが、同じステージでも予後に差が認められ
る場合があります。そこで、日本消化器癌発生学会では
G-Project委員会を発足し、TNM分類に加えて、癌の分
子生物学的特性に基づく予後予測因子としてのG分類
（悪性度マーカーによるMolecular Staging）の確立をめ
ざしております。
これまで過去15年間で予後因子解析に関する約1,400

の論文、文献データによるエビデンスの検証結果から、
本邦でも症例数の多い胃癌では約50因子、大腸癌では
約30因子の解析が行われており、その中で胃癌・大腸
癌においては、癌抑制遺伝子であるp53の変異型p53発
現症例、血管新生から血行性転移との関連のあるVEGF-
A発現症例およびリンパ行性転移との関連が知られてい
るVEGF-C発現症例が、いずれも予後不良であるとの報
告でした。そこで、昨年第18回日本消化器癌発生学会
総会時のG-Project委員会におきまして、この独立予後
因子として報告の多かったp53、VEGF-A、VEGF-Cの3
因子をTNM-GのG分類候補として選定し、その可能性
の検証を行うことと決定しました。

課題名：TNM-G分類確立に向けての胃癌・大腸癌にお
けるp53、VEGF-A、VEGF-C発現による予後予測因子と
しての有用性の検証
実施計画内容：同じステージでも予後に差のみられるス
テージⅡ、Ⅲにしぼり、予後の判明している胃癌、大腸
癌の再発・無再発おのおの100症例（合計400症例）を

対象としたcase control studyとする。協力機関において、
これらに該当する症例を抽出し、胃癌、大腸癌の切除標
本から未染プレパラートを作成、症例ごとに番号化にて
匿名化を行う。背景因子はまったくのブラインドとし、
番号化未染プレパラートを広島大学分子病理学教室へ送
り、同教室にてp53、VEGF-A、VEGF-Cの3項目の免疫
組織染色を施行、その染色判定結果から、これまでのエ
ビデンスの追試として、予後との相関を解析、検証する。
病理組織提供施設：1）大阪市立大学腫瘍外科、2）金沢
大学がん局所制御外科、3）九州大学消化器・総合外科、
4）佐賀大学一般・消化器外科、5）東京大学消化器外科
の5施設

本研究は、日本消化器癌発生学会から将来のTNM-G
分類確立をめざすため、同学会Gプロジェクト委員会の
立案の下に行う多施設共同研究であり、実施内容ならび
に倫理性に関しては、第18回日本消化器癌発生学会時
の倫理問題検討委員会において審議の上、了承が得られ
ましたが、各病理組織提供施設においても学内倫理委員
会の承認を得た後に実施を行うことといたしました。現
在、倫理委員会承認された施設から順次、症例抽出、標
本作製ならびに免疫組織染色を開始しており、結果が判
明次第ご報告させていただく予定です。
もちろん、この検証は本G-Projectの最初のステップで

あり、今後さらに胃、大腸以外の臓器も含め、その他のG
分類候補因子により同様の検証を進める予定です。本学
会から提唱するTNM-G分類による新しいがん治療体系
の確立に向けて、本委員会を中心に検討をさらに進めて
まいりたいと考えておりますが、是非会員の皆様にも今
後ご協力をいただきますよう何卒宜しくお願い致します。

G-Project委員会報告 認を得て、決定される予定である。
・次期会長として森理事が承認されている。
・次次期会長に安井理事が推薦され、総会で承認を得、
決定される予定である。
・現在、監事の人数は規約では2名とされているが、4
名以内に変更することとなり、総会で承認を得ることと
なった。
②理事選考について次のとおり報告された。
・愛甲理事が監事として承認されている。
・理事として伊東文生評議員、桑野博行評議員、宮崎耕
治評議員の推薦があり、本人に理事長から依頼すること
となった。
③評議員選考について次のとおり報告された。
・新評議員として、北川雄光、菅井有、中山淳の3名を
推薦した。引き続く総会の承認を得て、決定される予定
である。
・今後、学会を活性化するために評議員を増員する案が
出され、以下7名の推薦があった。池口正英先生、小川
健治先生、工藤進英先生、後藤満一先生、篠村恭久先生、
城卓志先生、渡辺聡明先生には理事長から直接依頼する
こととなった。
9）編集委員会報告
① 事務局に投稿のあった論文について次のとおり説明
された。
・2006年の総会で優秀演題として論文執筆を依頼した
演題は14題、諾の返事が10題、その中で現在までに投
稿のあった論文は6題で、事務局への一般投稿は2題で
ある。
・進捗状況は2題が2006年Vol.71に掲載され、2題が
reject、2題はカルガー社投稿すみ、1題は著者修正待ち、
1題は査読結果待ちである。
② 今後の契約について上西理事長とカルガー社の討議
結果が報告された。
・これまで年額2,520,000円と高額だった提携基本料
（会員特価購読料）を 2008 年は年間CHF10,400（約
1,040,000 円）とする。学会の評議員（104 名）への
Oncology誌オンライン版の無償提供も含むものとする。
・会費納入者に与えられていた年間購読権はなくなり、
購読希望者にはオンライン版を年間購読料CHF42（約
4,200円）の特価にて提供する。申込みも直接出版社に
て受付けるものとする。
・投稿者は学会員であることを明記して直接出版社に投
稿する。出版社は学会の代表者（Editorial Representative）
に会員からの投稿を通知する。学会または投稿者はその
論文に対する査読者（1～2名、内、少なくとも1名は
学会の指定した者）を選択・指名して出版社に連絡する。
・頁超過料金無償サービスとして、会員はその投稿論文
が規程の頁数（3頁以内）を超過した場合でも、超過料
金を請求されないものとする。但し、年間1回までのサ
ービスであり2回以上の投稿掲載の場合は2回目以降に
は通常の超過料金（超過1PにつきCHF290）が発生する。
10）国際委員会報告
第5回国際会議は2008年9月初旬、会長Sir Nick Wright

（Barts and The London Queen Mary's School of Medicine and
Dentistry）のもと、Oxfordで行われる予定であるが、未
だ企画がなされていないため、翌日の委員会にて検討さ
れる旨、報告された。
11）G-Project委員会報告
今後の活動方針が次のとおり報告された。

・TNM-G分類確立に向けての胃癌・大腸癌における
p53、VEGF-A、VEGF-C発現による予後予測因子として
の有用性の検証を行う。
・広島大学病理の安井先生がブラインドで検討し、予後
との相関を解析、検証する。
・病理標本提供は 大阪市立大学腫瘍外科、金沢大学が
ん局所制御外科、九州大学消化器・総合外科、佐賀大学
一般・消化器外科、東京大学消化管外科の5施設より。
・背景因子はブラインドとし、p53、VEGF-A、VEGF-C
の3項目と今後の進展に向けての数項目を含めた免疫組
織染色を施行し、その染色判定結果と予後との関連を検
証する。
12）倫理問題検討委員会報告
倫理問題について上記G-Projectについて検討されたこ

とが次のとおり報告された。
・連結不可能、匿名化とする。
・各施設で倫理委員会を通す。
・残ったサンプルは破棄する。
・日本消化器癌発生学会倫理問題検討委員会としては倫
理上問題ないものと確認した。
13）在り方委員会報告
会費未納者リストが配付され、理事から納入を促して

いただくこととなった。翌日開催の委員会にて加えて検
討することが報告された。
14）財務委員会報告
・平成18年度収支決算書が承認された。平成19年度収
支予算書（案）が承認された。
・平成19年11月より事務局が（株）クバプロに移行す
ることとなり、予算に若干の変化が生じることが報告さ
れた。
15）第17回学会総会（2006年）報告
第17回日本消化器癌発生学会総会は平成18年9月14

日から15日にかけて愛知県がんセンター国際医学交流
センターに於て開催された旨、報告された。
16）第18回学会総会（2007年）報告
第18回日本消化器癌発生学会総会は平成19年11月8

日から9日にかけて北海道厚生会館ウェルシティ札幌に
て開催される予定であることが報告された。
17）第19回学会総会（2008年）について
第19回日本消化器癌発生学会総会は8月28日から29

日にかけ、大分県別府市、亀の井ホテルにて開催される
予定であることが報告された。
18）第20回学会総会（2009年）について
第20回日本消化器癌発生学会総会は9月3日から4日

か10日から11日に開催される予定であることが報告さ
れた。
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第5回国際会議のご案内
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理 事 長 上西　紀夫

理　　事（19名）
井藤　久雄 伊東　文生 今井　浩三
江角　浩安 岡　　正朗 上西　紀夫
久保田哲朗 桑野　博行 小西　文雄
菅野健太郎 田尻　　孝 立松　正衞
平川　弘聖 平田　公一 前原　喜彦
宮崎　耕冶 森　　正樹 門田　守人
安井　　弥

会　　長 森　　正樹

次期会長 安井　弥

監　　事（2名）
愛甲　　孝 小俣　政男

事務局幹事（2名）
清水　伸幸 野村　幸世

名誉会員（14名）
大原　　毅（名誉理事長）
杉町　圭蔵（名誉理事長）
青木　照明 内田　雄三 小川　道雄
金澤曉太郎 北島　政樹 佐治　重豊
杉村　　隆 曽和　融生 田原　榮一
寺野　　彰 長輿　健夫 二川　俊二
磨伊　正義 三輪　晃一
恩田　昌彦（故） 下山　　孝（故）
長町　幸雄（故） 長興　健夫（故）

特別会員（23名）
朝倉　　均 磯野　可一 岩永　　剛
岡島　邦雄 冲永　功太 笠原　正男
木村　　健 小西　陽一 斉藤　利彦
炭山　嘉伸 曽我　　淳 高橋　俊雄
竜田　正晴 比企　能樹 平山　廉三
廣田　映五 藤田　力也 船曳　孝彦
武藤徹一郎 武藤　泰敏 安富　正幸
山川　達郎 渡辺　敦光
馬塲　正三（故）

（110名）
愛甲　　孝
浅尾　高行
油谷　浩幸
池口　正英
伊藤喜久治
井藤　久雄
伊東　文生
今井　浩三
牛島　俊和
内田　英二
宇都宮　徹
江上　　寛
江角　浩安
太田　哲生
大平　雅一
岡　　正朗
緒方　　裕
小川　健治
落合　淳志
小俣　政男
掛地　吉弘
加藤　俊二
加藤　広行
兼松　隆之

上西　紀夫
川口　　実
川又　　均
北川　雄光
北台　靖彦
工藤　進英
國安　弘基
久保　正二
久保田哲朗
熊谷　一秀
倉本　　秋
桑野　博行
高後　　裕
後藤　満一
小西　文雄
今野　弘之
澤田　鉄二
塩崎　　均
汐田　剛史
篠村　恭久
島田　信也
嶋田　　紘
島田　光生
嶋田　　裕

嶋本　文雄
清水　伸幸
下山　省二
城　　卓志
白水　和雄
菅井　　有
菅野健太郎
砂川　正勝
高橋　　豊
田久保海誉
竹之下誠一
田尻　　孝
立松　正衞
田中　紀章
田渕　崇文
塚本　徹哉
辻谷　俊一
藤　也寸志
徳永　　昭
冨田　尚裕
豊田　　実
内藤　善哉
永井　秀雄
仲田　文造

中森　正二
中山　　淳
名川　弘一
夏越　祥次
西野　輔翼
西森　英史
西山　正彦
野口　　剛
野村　幸世
秦　　史壮
服部　隆則
馬場　秀夫
平川　弘聖
平田　公一
藤井　茂彦
藤村　　隆
藤盛　孝博
前原　喜彦
松川　正明
松倉　則夫
松原　長秀
真船　健一
三木　一正
源　　利成

峯　　徹哉
三森　功士
宮崎　耕冶
宮地　和人
棟方　昭博
森　　正樹
門田　守人
安井　　弥
八十島孝博
山口　明夫
山本　博幸
横崎　　宏
吉田　和弘
渡邊　聡明

（50音順）

役員名簿

評議員名簿

名誉会員・特別会員名簿
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昨年の編集後記には、日本国内での地震・記録的な猛暑・台風などの自然災害のことを書かせていただきました。

この春にはアジアの各地で大雨や地震による大きな被害が出ていて、自然の力の前では人間は無力だと痛感させら

れる日が続いています。その一方で、被害を拡大させたのは、人間による修飾であることも明らかになりつつある

ようです。救援物資の分配が正常に行われない情勢や外見のみを優先させた建築により多くの犠牲者の出たことな

どについて、断片的に耳に入ってくる情報からは、人間のやるべきことをきちんとやっていれば……と思わざるを

得ません。そう考えると、自然の力の偉大さを受け入れつつも、自分たちにできることはきちんとやっておくとい

う態度が重要なのだと再認識させられました。

さて、本年の第19回日本消化器癌発生学会総会は森正樹教授が別府の地で開催してくださいます。本会の第7回

総会（会長：内田雄三教授、日本消化器癌発生研究会としての最後の総会でした）も大分で行われました。当時に

比較すると自分達の周りの環境はずいぶんと変化しております。研究面でも臨床面でも、使用するものや手技の変

化など、時代においていかれないよう頑張らなければと感じる毎日です。ただ、手技手法が変わったところで「研

究のための研究」になることなく、根底に流れる「患者さ

んのために」という理念は変化がないように思います。大

分県での本会総会開催を機に十数年前を思い起こし、新鮮

な気持ちで今後の医学研究と医療に向かっていきたいもの

だと考えております。

学会事務局幹事　清水　伸幸
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